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国立歴史民俗博物館を中心に開発を進める歴史資料の市民参加型翻刻プラットフォーム「みんなで翻刻」

（※1）では、これまでに 5,000 人の市民の参加により 1,400 万文字以上の「くずし字」で書かれた歴史資

料が解読されました。 

「みんなで翻刻」では、新たに、福井県文書館と連携して松平文庫の資料の翻刻に取り組みます。このプ

ロジェクトにより多数の未翻刻資料が含まれる松平文庫の翻刻を着実に進めます。また、地域の歴史資料の

解読を通して、歴史研究の基礎資料拡充と地域の歴史に対する市民の親しみと知識の深化につなげます。 

※1 みんなで翻刻 https://honkoku.org/
「翻刻」は、くずし字等で書かれている古文書を、一字ずつ現代文字に活字化する作業のこと。 

※2 みんなで翻刻は、AI による「くずし字」の自動認識機能を搭載しています。
株式会社凸版印刷や人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）から技術提供を受けたものです。

「くずし字」に慣れない初心者でも、AI の支援を受けながら翻刻作業に参加することができます。

2021 年 3 月 17 日   

今回のプロジェクトの概要 

⚫ 松平文庫は、江戸時代に福井藩で作成・使用された公文書類（藩政資料）や越前松平家・福井藩校に伝来
した書籍（国書・漢籍）など、1 万点を超える資料から構成されるコレクションです。1950 年の福井県
立図書館の開館以来、松平家より寄託を受けた同図書館がその利用と保存に努めてきました。2019 年に
は寄託先が福井県文書館へ変更されました。

⚫ 今回のプロジェクトは、福井県文書館（「デジタルアーカイブ福井」）との連携のもと、多数の未翻刻資料
が含まれる松平文庫を「みんなで翻刻」上で公開し、市民参加と AIによるサポート（※2）を通じて翻刻
資料を大幅に増やすことを目的にしています。歴史研究の基礎資料拡充に加えて、地域の歴史に対する市
民の親しみと知識の深化が効果として期待されます。

失われず続けられる地域文化や災害後に救出された民俗学的資料の数々。 

そこから学ぶ地域コミュニティの可能性とは…。 

 

「みんなで翻刻」最新プロジェクト始動 
最新のAI技術を使用しながら 古文書解読に参加しよう！ 

福井県文書館所蔵「松平文庫」の 
市民参加型翻刻プロジェクトを開始！

〜地域の歴史資料を市民との協力を通じて解読します〜

▼資料一例

「少傅日録抄」（松平文庫・福井県文書館保管） 「災害之部・御普請之部・屋敷之部」（松平文庫・福井県文書館保管） 

https://honkoku.org/
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「みんなで翻刻」について https://honkoku.org/ 

⚫ オンラインでの市民参加型の歴史資料の翻刻プラットフォームです。 

⚫ 「ライブラリー・オブ・ザ・イヤー2020 大賞」（※3）に選出されました。 

⚫ 2017 年 1 月にスタートし、大量に存在する歴史資料を解読し、過去の地震の理解に役立てることを当
初の目的としていました。 

⚫ 2019 年 7 月の大幅リニューアルで、デジタルアーカイブの国際標準規格 IIIF（※4）に対応し、国内
外の多種多様な機関が所蔵する資料を翻刻しています。 

⚫ AI による「くずし字」の自動認識機能を搭載しています（※5）。「くずし字」に慣れない初心者でも
AI の支援を受けながら翻刻作業に参加することができます（福井県文書館資料の AI 支援については、
4 月以降に対応予定）。 

⚫ ご参加いただいた方が古文書に親しみ、その解読の楽しみを知ること、地域の歴史に目をむけること
に寄与しています。 

 

「みんなで翻刻」の主な機能と特徴 

⚫ 「ま な ぶ」 数多くのくずし字のパターンや、江戸時代の本から収集した熟語・約 3000 パターン 

 を収録。くずし字学習支援アプリ KuLA（※6）と連携。 

⚫ 「翻刻する」 約 2400 点の資料を登録。 
Wikipedia のように、多人数が同時に書き込める「ライブ」機能付き。 

⚫ 「つながる」 SNS 機能で写真や文章の投稿が可能。 

⚫  歴史資料をパラパラめくるように閲覧できます。 

 

「みんなで翻刻」の現状と今後 

⚫ 多様な機関と連携し、15 の翻刻プロジェクトを実施しています。 

⚫ 総入力文字数は 1400 万文字を越えています。 

 
※3  https://www.iri-net.org/loy/library-of-the-year2020result/ 
※4  IIIF（International Image Interoperability Framework、トリプルアイエフ） https://iiif.io/ 
※5  株式会社凸版印刷や人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）から提供を受けたものです。 
※6  くずし字学習支援アプリ KuLA（大阪大学大学院文学研究科）https://kula.honkoku.org/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなで翻刻」の開発と運用には、国立歴史民俗博物館開発型共同研究「歴史災害研究のオープンデータ化に

向けた研究」、災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画、日本学術振興会（JSPS）科研費 JP15H02948、

JP18K18338、東京大学地震研究所共同研究プログラム 2020-W-11 ほか 4 件、および京都大学防災研究所一般

共同研究 25G-01の助成を受けています。 

資料一覧（「みんなで翻刻」HPより） 
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ご希望の写真を送付いたしますので、プレスリリースの画像番号をご連絡ください。 

画像（JPEG）はメールで送付いたします。 

問い合わせ先は「このリリースに関するお問い合わせ」をご参照ください。 

 

「みんなで翻刻」リニューアル公開 広報画像 

1）資料一覧（「みんなで翻刻」HPより） 
2）資料「少傅日録抄」 

（松平文庫・福井県文書館保管） 
3）資料「災害之部・御普請之部・屋敷之部」
（松平文庫・福井県文書館保管） 

   

 

＜広報画像使用に際しての注意事項＞ 

■画像の使用は「みんなで翻刻」の紹介目的に限ります。2 次使用はできません。 

■掲載図版のキャプション（資料名、所蔵者等）を必ず掲載してください。 

■資料画像は全図で使用してください。文字を重ねるなど画像の加工・改変はできません。 

部分使用については事前申請・許諾が必要です。 

■Web 上に掲載する場合は、72dpi 以下の解像度にしてください。 

■転載、再放送など 2 次使用をされる場合には、別途申請いただきますようお願いいたします。 

■基本情報、図版使用の確認のため、校正紙（Web 上の場合は掲載 URL）をお送りください。 

■掲載、放送後は必ず、掲載誌（掲載面 PDF）、同録テープを、1 部お送り願います。 

 

 

 

 

 

【「みんなで翻刻」に関するお問い合わせ】 

橋本雄太（国立歴史民俗博物館・助教／京都大学古地震研究会） 

長野栄俊（福井県文書館） 

加納靖之（東京大学地震研究所／地震火山史料連携研究機構・准教授／京都大学古地震研究会） 

坂崎貴俊（京都大学大学院理学研究科・助教／京都大学古地震研究会） 

中西一郎（京都大学名誉教授／京都大学古地震研究会） 

E-mail : support@honkoku.org（加納・橋本） 

TEL : 03-5841-5696（東京大学地震研究所），携帯電話 080-4358–7210（加納） 

Twitter : @CloudHonkoku（「みんなで翻刻」のアカウント） 

 

 

 

広報画像の提供について 

【このリリースに関するお問い合わせ】 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館 

管理部 広報サービス室 広報・普及係 

〒285-8502 千葉県佐倉市城内町 117 番地 

TEL : 043-486-6488（直通），FAX : 043-486-4941，E-mail : koho@ml.rekihaku.ac.jp 


